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富士市の小・中学校におけるモビリティ・マネジメントの実施と評価* 

Implementation and Evaluation of Mobility Management Program  
at Elementary and Middle Schools in Fuji City* 

 

島田敦子**・高橋勝美***・谷口綾子****・藤井聡***** 
By Atsuko SHIMADA**・Katsumi TAKAHASHI***・Ayako TANIGUCHI****・Satoshi FUJII***** 

 

 

１．はじめに 

 

 交通問題に着目した学校教育では、これまでいくつか

の事例が報告されている。そして、「学校教育における

モビリティ・マネジメント」という枠組みの中でも、複

数の取り組みがなされてきている1)。ここに、モビリテ

ィ・マネジメントとは、ひとり一人に対してコミュニケ

ーションを通じて働きかけることで、個人的にも社会的

にもより望ましい方向への自発的な意識と行動の変化を

促す施策である。そうしたモビリティ・マネジメントの

中でも特に、それを学校教育の現場において、「授業」

を通じて小中学生の児童・生徒に働きかけるケースが、

「学校教育におけるモビリティ・マネジメント」と言わ

れるものである。一般に、そうした授業では、交通につ

いての種々の問題を児童が考えることを通じて、児童に

おける「社会」についての理解と、その中でのひとり一

人の「振る舞い方」を習得していくことを目指したもの

である。そして、そうした学習を通じて、将来的・結果

的に、社会的により望ましい交通行動を実施する成人と

なることが期待されるものである。 

 さて、これまでの学校教育においてモビリティ・マネ

ジメントの事例では、「環境教育」の一貫として実施さ

れることが多かった1)。その典型的なものが、「自動車

利用に伴うCO2排出」の問題に焦点をあて、自動車利用

と地球温暖化問題とが繋がっていることを教示し、その

上で、各自の世帯の交通行動を考え直すきっかけをあた 
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える、というものであった。これまでの研究によって、

こうした授業を通じて、児童における環境に配慮した交

通行動への態度が、肯定的な方向へと変容することが繰

り返し確認されてきている1)。 

 ところが、交通に関わる「公的」な問題とは、言うま

でもなく「環境」にのみ限定されたものではない。交通

に関わる公的な問題には、渋滞や土地利用、モビリティ

確保など、様々なものが考えられる。そうした点を踏ま

えた時、交通を題材とした授業を検討する小中学校に対

して、多様なテーマを提供するためにも、「環境問題」

以外にも、様々なテーマの交通に関わる授業のあり方を

検討していくことが、重要であるものと考えられる。 

 本研究では、こうした認識から、これまで十分に学校

教育のモビリティ・マネジメントの中で取り上げられる

ことの無かったテーマの一つである「地域の公共交通

（バス）」を題材とした小中学校の授業を提案すると共

に、その授業を実際に実施することを通じて、どのよう

な効果を児童にもたらし得るのかを実証的に検証するこ

とを目的とする。そして、本研究では、その適用事例と

して、富士市の小・中学校の総合的な学習の時間の枠組

みの中で実施したバス交通に関わる授業を取り上げる。

本稿では、本研究において開発し、実際に実施した「授

業」の概要を説明すると共に、その定量的な効果の評価

結果をとりまとめる。そしてその上で、その結果を踏ま

えた上で、実施上の留意点と課題2)を報告することとす

る。 

 

 

２．モビリティ・マネジメントの実施内容 

 

(１)小学校の実施内容 

ａ）小学校の授業カリキュラムの実施計画 

① 学校の選定 

 今回の授業カリキュラムは静岡県富士市立富士南小学

校で実施した。 

 学校の選定に際し、授業実践の前年度（2003年度）に

富士市都市計画課から、校長会に対して募集したが、結

果として応募が無かったため、富士市都市計画課が学校

へ個別にコンタクトして決定した。 
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② 授業カリキュラムの対象 

 富士南小学校では６年生の修学旅行で鎌倉に行って公

共交通を利用するため、修学旅行前の総合的な学習の時

間を活用して、６年生全員（５クラス180名）を対象に、

モビリティ・マネジメントの 

授業を実施することになった。 

 

③ 授業カリキュラムの実施期間 

 今回の授業カリキュラムは、小学校の総合的な学習の

授業日程に合わせて、平成16年9月14日から平成16年10

月19日までの間に４回実施した。 

 

④ 授業カリキュラムのねらい 

 授業カリキュラムの全体計画を図―１に示す。図―１

では、授業の各回のねらいとそれに対応した授業内容を

記載している。 

 対象である富士南小学校の学区域には路線バスが走っ

ていないこともあり、バスに乗ったことがない小学生が

多いことから、修学旅行を活用したバスの乗車体験など

を通して「公共交通の役割・大切さ」を学ぶことをねら

いとした。 

 

⑤ 授業カリキュラムの全体計画 

 授業カリキュラムの全体計画を図―１に示す。図―１

では、授業の各回のねらいとそれに対応した授業内容を

記載している。 

この授業は、講義やワークショップ、学校外活動や修学

旅行をおこなう中で、「誰もが乗りたくなるバス」の提

案書を作成するものである（写真－１、図－２参照）。

また、カリキュラムの終了後、児童が作成した提案書を

報告する、授業参観と地域住民対象の市民フォーラムを

設けた。 

 

ｂ）小学校の授業カリキュラム実施上の工夫 

① 公共交通の利用実態と効果を計測するためのアンケ

ートの実施（第０回授業） 

公共交通について学ぶにあたって、ホームルームの時

間を活用して、児童たちの公共交通に関する知識や体験

がどれくらいあるかを授業内容に反映させるため、公共

交通利用実態アンケートを実施した。 

また今回の授業カリキュラムの効果を検証するための

効果計測アンケートを実施した。授業の効果計測は、ま

ちへの関心の変化や公共交通に対する認識の変化等が測

定できるようにした。 

 

② 授業に対する児童の動機づけをおこなう授業シナリ

オづくり 

児童が授業に興味・関心を持って取り組める動機づけを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 小学校の授業カリキュラムの全体計画 

 

 
写真－１ グループワーク 

 

 
図－２ 最終アウトプット(夢のバス提案書)の例 
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おこなうため、地域の公共交通問題について認識するた

めの授業シナリオを組み立てた。 

はじめのきっかけとして、担当教諭から富士市の利用

状況の大判貼り出し（図－３参照）を掲示し、バスの利

用者数やバス運行台数の減少を確認しながら、どうして

路線バスの利用者数が減ってきたのか話し合った。 

次に「バスがなくなると困る人はどんな人？」をテー

マに、６人程度のグループに分かれてだれがどんな目的

でバスを利用しているのか話し合った。 

 

富士市のバスの利用状況
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図－３ バス利用者数と運行台数の変化 

 

 

③ 公共交通の体験学習(学校外活動／修学旅行) 

公共交通の実情を体験し「バスがなくなると困る人」

をもう一度考えて、児童が自ら公共交通の役割・大切さ

を体験を通して理解するため、バスの日イベントと修学

旅行を通して、富士市と鎌倉市のバスに乗車体験学習を

おこない、バスに乗っている人やバスの特徴を観察した。 

 

④ 専門家などからの情報提供 

バスに乗ったことがない児童が半数以上を占めていた

ため、バスの乗車体験学習前に、専門家や富士市役所か

らバスの乗り方や良い点・悪い点、バスの日イベントに

関する情報提供をおこなった。児童たちはゲストティー

チャーによる授業に対して、新鮮な気持ちで臨むため、

効果的な情報提供をおこなうことができたと考えられる。 

 

⑤ 学習のまとめと提案書づくり 

 児童のバスの役割・大切さに対する理解をより高める

ため、また児童が自ら課題を見つけ、考え学び、これま

での学習成果をとりまとめる力をつけるため、富士市の

バスをより良くするための課題（テーマ）を見つけ出し、

公共交通の役割・大切さをまとめ、富士市のバスの将来

像「誰もが乗りたくなる夢のバス」の提案書をまとめた。 

 

⑥ 学習成果を発表する機会づくり 

 児童のやる気を高め、学習に対する動機づけや児童の

学習成果を保護者や地域住民、バス事業者等の多くの方

に見てもらい共有することで学習効果の持続を期待する

ため、また児童が人前で発表する力をつけるため、授業

参観や地域住民対象の市民フォーラムで、児童がとりま

とめた提案書を発表する機会を設けた。（写真－２参

照）。 

 

 
写真－２ 授業参観で発表 

 

 

(２)中学校の実施内容 

ａ）中学校の授業カリキュラムの実施計画 

① 学校の選定 

 今回の授業カリキュラムは静岡県富士市立富士南中学

校で実施した。 

 学校の選定は、小学校と同様の手順を踏んだが、応募

が無かったため、富士市都市計画課が学校へ個別にコン

タクトして決定した。 

 

② 授業カリキュラムの対象 

 富士南中学校では１年生の総合的な学習の年間テーマ

が「福祉」となっていた。１年生８クラスのうち、「福

祉と公共交通」を選択した２クラス（70名）で、モビリ

ティ・マネジメントの授業を実施することになった。 

 

③ 授業カリキュラムの実施期間 

 今回の授業カリキュラムは、中学校の総合的な学習の

授業日程に合わせて、平成16年11月12日から平成17年2

月3日までの間に７回実施した。 

 

④ 授業カリキュラムのねらい 

対象である富士南中学校の学区域には路線バスが走

っていないこともあり、高齢者の足の確保が課題であっ

たため、福祉やお年寄りの視点から「公共交通の役割・

大切さ」を学ぶことをねらいとした。 
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⑤ 授業カリキュラムの全体計画 

 授業カリキュラムの全体計画を図―４に示す。授業は、

グループに分かれてワークショップをおこなう中で、現

状を踏まえた「地区を走るバス路線のルート」の提案書

を作成するものである。(写真－３、図―５参照）バス

路線のルートの提案書は、校内で学年全体の発表会のほ

か、地域住民を対象とした市民フォーラムで発表をおこ

なった。(写真－４参照) 

 

ｂ）中学校の授業カリキュラム実施上の工夫 

① 公共交通の利用実態と効果を計測するためのアンケ

ートの実施（第１回授業） 

 公共交通について学ぶにあたって、小学校と同様に、

１回目の授業で公共交通利用実態アンケートを実施する

とともに、今回の授業カリキュラムの効果を検証するた

めの効果計測アンケートを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 中学校の授業カリキュラムの全体計画 

 

  
写真－３ グループワーク 

② 専門家などからの情報提供 

 授業に興味・関心を持ってもらうきっかけとして、１

回目の授業で、専門家と富士市役所から、高齢者の視点

からみた地域の交通問題に関する情報提供をおこなった。

また２回目以降のワークショップの途中で、公共交通の

役割や大切さを学び、現状を踏まえたルート案を考える

ため、専門家と富士市役所から情報提供をおこなった。 

 

③ 交通日記の記入（学校外活動） 

 「福祉」のテーマから、お年寄りの立場になってバス

ルートを提案してもらうことが望まれたが、中学生では

まだ他人の立場に立って物事を考えることが難しいと考

えて、他人の立場に立って考えるきっかけとして、かつ 

 

 
セールスポイント

平日コース、休
日コースの設定

お店、デパート
へ行きやすい

富士南中

みんなのことを考えたバスみんなのことを考えたバス

富士駅

平日のルート

休日のルート

新富士駅

 
 セールスポイント

富士駅回りと、新富士駅まわ
りの２つのルートを８の字でつ
なぐ。

朝夕のラッシュ時間は別々の
ルートとして運行し、便数を増
やす

富士南中

富士駅

ＢｅｅバスＢｅｅバス

新富士駅

 
図－５ 最終アウトプット(バス路線の提案書)の例 

 

 
写真－４ 学年発表会で発表 
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モビリティ・マネジメントの授業に興味を持ってもらう

きっかけとして、家族の交通日記（図―６参照）の記入

を宿題にして、自分を含めた家族の交通行動に興味を持

ってもらう学習を実施した。また、だれが（高齢者な

ど）どのような目的でどこに行っているのかを知ること

で、バスのルートを考えるためのヒントにした。 

 

 
図－６ 交通日記の例 

  

④ 公共交通の体験学習（第４回授業） 

 富士南中学校の学区では路線バスがほとんど走ってい

ないため、公共交通利用実態アンケート結果においても、

バスに乗ったことがない生徒が多かった。 

 実体験がなければバスの問題課題を学ぶことやバスル

ートを提案することは難しいと考えて、バス事業者の協

力を得て、バスの体験乗車をおこなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 授業のシナリオ案（ＩＢＳ作成） 

⑤ 学習のふりかえり（第７回授業） 

 授業は冬休みを挟んで約３ヶ月にわたって実施するた

め、途中で中だるみや学習内容を忘れることが考えられ

た。当初の学習のねらいやアウトプットを達成し、学習

の定着を図るために、最終回の授業でこれまでの学習を

ふりかえり、バスの必要性やバスのメリットデメリット

を再整理した。 

 また、生徒たちが提案したバス路線について、地区の

方たちに乗ってもらう工夫、自分たちでできるバスを使

ってもらうためのアイデアを出し合った。 

 

(３)授業カリキュラムの実施体制と役割 

 授業カリキュラムは、国土交通省中部地方整備局都市

整備課からの受託事業として実施した。実施にあたって、

○小・中学校の担当教諭、○富士市都市計画課、○国土

交通省中部地方整備局都市整備課、○東京工業大学理工

学研究科土木工学専攻藤井研究室、○(財)計量計画研究

所の５者で、各回授業の前後に毎回詳細な打合せをおこ

なって進めた。 

 授業カリキュラムの作成は、まず(財)計量計画研究所

から授業の全体計画（図－４参照）を示して議論し、次

に各回の授業内容の進め方についてのシナリオ案（図－

７参照）を示して、それを基に授業をおこなう担当教諭

が授業シナリオ（図－８参照）を作成した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

図－８ 授業のシナリオ（担当教諭作成） 

※修学旅行の
　　グループに分かれて
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　　　　　・画用紙に記入
　　　　　・発表
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。　　　　　　して来て下さい 
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　　　　　　　・その他気づいたこと

→ ９ ２８　　　 　次回 /  にみんなに
。　　　　　　発表してもらいます 
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ことないですね

※参考データ
・乗用車保有台数の増加
・自動車利用割合の増加

ここに記入

次回以降の展開
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（ ）　 車のれない学生・お年寄り 
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？（ ）・どうしたらいいのかなぁ  アイデア ・・・まとめ

●
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〔 〕 人 
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どんな
目的

体験前 体験後

＋ 
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３．授業カリキュラムの評価 

 

(１)小学校の効果計測アンケートから見た評価 

授業カリキュラムの教育効果を把握するため、授業カ

リキュラムの最初と最後に、児童への効果計測アンケー

トをおこなった。分析結果を図―９に示す。 
４回実施した授業の実施前後で、まちを大切に思う小

学生が１割程度増えた（問1）。 
 公共交通の大切さを理解している小学生が１割 
強増え（問2）、公共交通を利用すべきであると考える

小学生が２割強から５割に増えた（問3）。 
また、公共交通を残す協力意識を持った小学生も４

割強から７割まで増えた（問5）。 
「クルマばかり使っていると公共交通が無くなると思

うか」の質問には、授業前は「そう思わない」児童が多 

とても思う 思う
どちらとも
言えない

思わない
全然

思わない
不明凡例

 
問１：あなたの住むまちは、あなたにとって大切だと
思いますか？ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

 
問２：あなたの住むまちの公共交通（路線バスや電車)
は大切だと思いますか？ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

 
問３：できるだけ公共交通（路線バスや電車)を利用す

るべきだと思いますか？ 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

 
問４：皆がクルマばかりを使っていると、路線バスや

電車は無くなってしまうと思いますか？ 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

 
問５：公共交通（路線バスや電車)を残していくために、

わたしたち住民は協力すべきだと思いますか？ 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

 

かったのに対して、授業後は「そう思う」児童の方が多

くなり、考え方の転換が見られた(問4)。 
これらの分析結果から、今回の授業カリキュラムの

効果として、公共交通に対する役割・大切さを理解する

児童が増え、認識も高まったと考えられる。また、公共

に配慮する意識も活性化し、社会とのかかわりを身に付

けたり、まちづくりへの参加意識や協力意識の高まりが

うかがえた。 
  

(２)中学校の効果計測アンケートから見た評価 

 中学校の授業についても小学校と同様に、授業カリキ

ュラムの最初と最後に、生徒への効果計測アンケートを

おこない、効果分析をおこなった。その結果を図―10に

示す。 

 ７回実施した授業の実施前後で、まちを大切に思う中

学生が１割程度増えた（問1）。 
 公共交通の役割・大切さを理解している中学生が２割

弱から４割に増え、公共交通を残す協力意識を持った中

学生が１割程度増えた（問2）。 

 「クルマばかり使っていると公共交通が無くなると思

うか」の質問には、授業前は「そう思わない」生徒が多

かったのに対して、授業後は「そう思う」生徒の方が多

くなり、考え方の転換が見られた(問3)。 

 これらの分析結果から、今回の授業カリキュラムの効

果として、公共に配慮する意識や社会とのかかわりを身

に付けたり、まちづくりへの参加意識や協力意識の高ま

りがうかがえた。 

とても思う 思う
どちらとも
言えない

思わない
全然

思わない
不明凡例

 
問１：あなたの住むまちは、あなたにとって大切だと

思いますか？

 0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

 

問２：できるだけ公共交通（路線バスや電車)を利用す

るべきだと思いますか？ 
 0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

 
問３：皆がクルマばかりを使っていると、路線バスや

電車は無くなってしまうと思いますか？ 
 0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

 
図－９ 小学校の効果計測アンケート結果 図－10 中学校の効果計測アンケート結果 
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 (３)教諭から見た評価 

ａ）学習の効果と小・中学校の総合的な学習の授業への

適用性 

モビリティ・マネジメントの学習効果として担当教

諭からは、「自分たちの住む地域の現状（クルマ社会、

バス路線のない不便さ）を知り、まちについて考えるよ

いきっかけとなった」「お年寄りや障害者などの他の人

の立場で考えることができた」「他の人も自分も大切に

しようとする思いを喚起できた」「自分たちのまちや学

区を見つめ直し、便利にしたい、良くしたい意欲を高め

ることができた」「長い目で見て将来のこの地区のまち

づくりの担い手としての自覚を持てた」「大舞台での発

表によって自分たちの活動に手ごたえと誇りを持つこと

ができた」との評価をもらった。 
モビリティ・マネジメントの小学校の総合的な学習

への適用性について、「児童が将来にわたって関心を高

め、自己の生活に生かしていける良いテーマだった」な

ど、総合的な学習のテーマとしてふさわしいとの評価を

もらった。 
モビリティ・マネジメントの中学校の総合的な学習

への適用性について、「興味深いテーマで、もしかする

と自分たちの提案が実現するかもしれないとの思いから、

現実味を帯びた良いテーマだった」「学区の問題・課題

としてもふさわしく、お年寄りの立場になって物事を考

えることを通して、広く社会全般を考えることができて

良かった」「専門家からの意見やアドバイスも、様々な

視点から物事を考える大切さに気づけた」との評価をも

らった。 
 

ｂ）教諭からみた授業の進め方に関する評価 

小学校の担当教諭からは、「児童の関心をどう高め

るか考えるのが大変だった」「ゲストティーチャーを導

入する際の準備や打合せ時間が少なく戸惑った」「毎回

の事前打合せと反省の時間を確保するのが非常にきつか

ったが必要な準備なので仕方ない」「クラスによって授

業の流れが違う方向にいったり、もっと他にやりたいこ

とが出てきたりしたので、同じ授業の流れにはめるのは

大変だった」などの意見をもらった。 
 中学校の担当教諭からは、「交通に関する教諭側の予

備知識が必要で、事前準備には十分な時間が必要であっ

た」「モビリティ・マネジメントに関する基礎知識や考

え方などが明確でないまま授業カリキュラムをスタート

させてしまったため、無駄な質問疑問などを生徒たちに

投げかけてしまった」との反省点が挙がった。 
 

ｃ）教諭から行政への要望 

担当教諭から、「行政の方にも総合的な学習の時間

のねらいや評価について知ってもらうとともに、教諭側

も地域の都市計画についてもっと勉強して授業を作り上

げていくことが大切」「年度始めに行政の方と打合せで

きてスタートできれば見通しの立った学習になる」「地

域の統計データを提供してもらうとありがたい」「授業

で提案した内容（バス路線のルートの提案）を、富士市

の交通政策に一部でも取り入れてほしい」などの示唆や

要望をもらった。 
 
 
４．授業カリキュラムの実施上の留意点と課題 

 

(１)教育現場へのアプローチは早めに 

 年間授業計画（通年の授業テーマ、授業時間数、各回

のテーマと授業内容など）が前年度の１月から３月まで

の間に検討されることが多いことから、実施前年度のう

ちに教育現場へアプローチすることが大切である。教育

委員会や校長会等を通じた学校選定のアプローチは更に

前におこなうことが望ましい。 
 
(２)適切な授業のテーマ設定 

 小学生は新たな取り組みに対する好奇心が旺盛である

ため、最初の授業の進め方がキーとなる。そのため、児

童が興味を抱く授業進行を十全に検討した上で、大判図

面やプロジェクターで迫力あるグラフを提示するなど、

プレゼンテーションや情報提供に工夫を凝らすことが大

切である。 
 
(３)生徒への柔軟な対応 

 中学生は一般に自我に目覚める時期であるとも言われ

ているが、小学校でモビリティ・マネジメントの学習を

実施することに比べて、まじめに授業に取り組むことの

照れくささや、グループワークでの仲間割れなどが影響

して、特に複数回の授業を進める場合には、当初予定し

ていた授業進行が困難な場合も考えられる。その場合、

学校側の事情に十分配慮し、臨機応変に対応できる体制

を整えておくことが大切である。 
 
(４)授業の前後での打合せ時間の確保 

毎回授業の前後に授業の進め方の確認と反省を踏まえた

次回の対応の打合せをおこなったが、学校教諭がクラス

担任の場合は、授業前後の打合せ時間を確保することが

特に難しい。しかしながらこの打合せの時間を省くと、

授業中に教諭と連携しながら適切な方向に授業を進める

ことや、学習の効果を最大限に引き出すことが難しくな

るため、教諭の都合に合わせることを前提に、学校側に

も協力してもらい、授業前後の打合せ時間を確保するこ

とが大切である。どうしても打合せの時間を取ることが

難しい場合でも、電話やFAX、Eメールなどを活用して、
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密に連絡を取り合う努力をすることが大切である。 
 
(５)教諭との連携 

 中学校の教諭は専門科目で授業を実施しており、専門

分野によって、モビリティ・マネジメントに対する理解

度が異なる場合がある。 

 また、モビリティ・マネジメントの授業実施のように、

教育現場とまちづくり行政をまたぐ施策の実施事例は少

なく、これまでの教育現場では、地域の交通やまちづく

り上の問題・課題を授業の教材として取り扱ってこなか

ったため、教諭が十分に理解するための教材や情報が少

ない。 

 そのため、授業内容を組み立てる段階から教諭と専門

家や行政とが連携し、地域の交通を取り巻く現状や課題

及びモビリティ・マネジメントの授業のねらい・意義に

ついて、授業を実施する前に十分な情報提供を含めた入

念な打合せを行い、授業を実施する教諭から理解を得ら

れる体制づくりをおこなうことが大切である。 

 

(６)行政側は教育現場に対する理解を深める 

 モビリティ・マネジメントの授業実施によって、まち

づくりに対する理解を深めるという教育的効果をより高

めるため、行政側も打合せ等を通して、学校側の事情や

考え方、学習指導要領などに記載されたねらいや評価の

仕方について理解を深め、授業を支援することが大切で

ある。 

 

５．おわりに 

 

 今回の授業の実施を通して、本研究に於いて開発した、

小・中学校で実施するモビリティ・マネジメントの有効

性が定量的に明らかにされた。また、それと同時に、具

体的な授業の実施上の課題点や留意点が明らかになった。

今後も実施事例を増やしながら授業実施に必要な技術情

報を蓄積し、ノウハウや授業の効果などを実務者間で共

有し、技術改良を重ねていくことが望まれる。 
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富士市の小・中学校におけるモビリティ・マネジメントの実施と評価* 

島田敦子**・高橋勝美***・谷口綾子****・藤井聡***** 
  本論文では、学校教育におけるモビリティ・マネジメントの授業の一事例として、「地域の公共交通(バス)」を題

材とした小中学校の授業を提案し、授業の実施を通して得られた効果と実施上の留意点及び課題を報告する。 

  授業は富士市の小学６年生と中学１年生を対象に、体験学習や専門家などによる情報提供を通して公共交通の役

割・大切さを学び、交通まちづくりの提案書を作成するものである。授業の実施により、公共交通の役割・大切さ

やまちづくりへの参加意識や協力意識が高まり、社会との関わりや公共に配慮する意識も活性化した。また教育現

場とのコミュニケーションの取り方や行政との連携体制などの重要な示唆、留意点、問題・課題を得た。 

 

Implementation and Evaluation of Mobility Management Program at Elementary and Middle Schools 
in Fuji City* 

By Atsuko SHIMADA**・Katsumi TAKAHASHI***・Ayako TANIGUCHI****・Satoshi FUJII***** 
  This paper proposes a “Mass Transit (Bus System) of the Area” course at elementary and middle schools, as a mobility 
management program in primary education, and reports its effects, lessons, and issues learned from the study.  
  The course was offered to 6th and 7th graders at an elementary and a middle school in Fuji City. Students learned the role and 
importance of mass transit through hands-on sessions and lectures by transportation and other professionals. They developed their 
own plans for the bus system of the area at the end. In the program, students have developed understanding on the role and 
importance of mass transit system, sense of participation and cooperation in community development as a whole.  
  The study provides important lessons, suggestions, and issues as to how planners should communicate with teachers, and 
cooperate with the administration. 


